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対象は、1988 年に岡山県、倉敷市在住の公害認定患者 3,838 名中、65 歳以上の者
774 名とした。その中で、肺機能測定データが不備のもの 44 名を除外し、最終的な対




閉塞性障害のない喫煙群：group C、閉塞性障害のない非喫煙習慣群：group D） 
調査項目：年齢、性別、身長、体重、BMI、努力肺活量、％肺活量、一秒量、一秒
率、呼吸器症状 
統計処理は、呼吸器機能の四群間の比較を Kruskal-wallis test、Mann-Whitney-U 
testを用いた。呼吸器症状の認定時と最終時の差の検定はWilcoxon signed-rank test、




化した。一秒量の年間変化量は group A 群と C 群が同程度に低下した。Group D 群の
低下量は少なかった。（P＜.001） 
呼吸器症状は、ほとんどの群の息切れ、喘息様発作、咳と痰が増悪した。（P<.001）
しかし、group D 群の喘息（様）発作と咳と痰は増悪が抑制された。 
最終評価時におこなった呼吸器症状の比較は、閉塞性障害がある group A と B 群は
息切れ、喘息、咳と痰すべての症状が重くなった。（P＜.001）喘息（様）発作は認定
調査時に group B と D 群の症状が重かったが、最終調査時で喫煙群である group C
群が増悪した。 





group A と C 群において、平均的な日本人の年間低下量である 28ml/year 以上の低下
であった。さらに喫煙習慣が加わると喘息（様）発作、咳と痰が増悪した。 
GOLD（The Global Initiative for Chronic Obstructive Lung Disease）では禁煙
指導は唯一 COPD の発症リスクを減らし COPD の進行を遅らせるもっとも効果的で，か
つ経済効果の高い方法とされている。 
その為、特に公害認定患者に対して、社会保障サービスの中で、禁煙教育や喫煙者
の個別指導が不可欠と思われる 
【結語】 
閉塞性障害がある公害認定患者は呼吸器機能、呼吸器症状は改善せず、さらに喫煙
習慣が加わると呼吸機能、呼吸器症状の増悪を促進した。このことから、社会保障サ
ービスの中で、禁煙教育や喫煙者の個別指導を行わなければならないことが示唆され
た。 
 
